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卒論テーマを決めるために 

2007/04/19 藤永 

 

参考書 

 小笠原喜康『大学生のためのレポート・論文術』講談社現代新書、2002 年 

 小笠原喜康『インターネット完全活用編 大学生のためのレポート・論文術』講談社現

代新書、2003 年 

 

テーマ設定の基本手順 

 関心のあるテーマについて基礎情報をできるだけたくさん集める（事典・新聞・インタ

ーネットなど） 

 ↓ 

 基礎情報を見てより具体的なテーマを決める（キーワードをできるだけたくさん考えて

みる） 

 ↓ 

 そのテーマに関わる先行研究（図書・雑誌論文など）を、できるだけたくさん集める 

 ↓ 

 先行研究を手がかりに自分が主張したいことを考え、必要な資料をできるだけたくさん

収集する 

 

事典で情報を集める 

 百科事典→専門の事典、現代用語事典（『現代用語の基礎知識』『知恵蔵』など） 
 

①索引から調べて、そこに記載されている関連項目のすべてを読む。 

②各項目にある参考項目を調べる。 

 コピーをとって、次の箇所にマーカーなどで線を引きながら読む。 

①自分が興味ある部分に線を引く。 

②その分野の基本的な事項・概念に線を引く。 

③自分が知らない言葉、わからない言葉に線を引く。 

＊③→②→①の順番でテーマを考えてみる。 

 

先行研究・資料をさがす→文献リストをつくる 

①イモヅル式検索法 

②文献目録利用法：インターネット利用が便利（来週実習予定） 

 

文献の入手方法 

①買う（書店で探す、またはネットで注文する） 

②図書館で借りたり、コピーする 

 他大学図書館の図書は産大図書館を通じて取り寄せることができる。 
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 コピーも産大図書館を通じて入手することができる。雑誌論文や図書の一部（ただしペ

ージ数などがわかっている場合）であれば、この方法がよい。国立国会図書館の蔵書は、

直接コピーを郵送してくれる。 

 重要な本は購入すること。図書費やコピー費に金を惜しんではならない！ 

 

 

文献をコピーするときの注意！ 

 コピーの欄外に、書名や雑誌名・発行年月・巻数（または号数）を即座に書き入 

 れること。奥付をコピーしてもよい。 
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卒業論文の形式 

2007/04/19 藤永 
1. 体裁 
1.1. 用紙 
• A4（幅 210ｍｍ、高さ 297mm）上質紙を用いる。 
• パソコンを使用し、レーザープリンタ、またはインクジェットプリンタでプリントアウ

トしたものを提出する。 
• 用紙は縦長に使用し、横書きで印字する。縦書きにしたい場合は事前に相談すること。 

1.2. ページ設定 
• 左右上下に 30mm ずつ空白をとり、40 字×40 行で印字する。 
• 余白にページ番号を必ず付ける。MS-Word の場合、［挿入］―［ページ番号］で設定で

きる。ページ数は序論の最初のページを 1 とし、カウントをはじめる。下段中央にアラ

ビア数字で挿入すること。 
1.3. フォント 
• 本文は明朝体で 10.5 ポイントにする。アルファベットは Century または Times New 

Roman を使用。ゴシック体は見出し以外には使用しない。 
• 章・節のタイトルは 14 ポイント。ゴシック体の使用も可。 

1.4. 本文 
• 新しい章に移る場合には、たとえページの途中であったとしてもページを改め、新しい

ページから書き始める。 
• 各段落の冒頭は全角 1 字分をあける。 
• 数字は原則としてアラビア数字を用い、半角とする。ただし漢数字が一般的である場合

は漢数字にする。 
【例】二三の、第一に、教育の一環、五感の記憶、八方美人、など。 

• 英文の引用でない限り、コンマ（ , ）、ピリオド（ . ）は使用せず、句点（ 。 ）読点

（ 、 ）を用いる。句読点の後にスペースを空けない。 
• 句読点やカッコのくくり（ 」 』 ）など）が文頭に来ないよう、禁則処理を行なう。

原稿用紙などに手書きする場合も同様である。 
• 西欧の人名については、初出に限って（  ）の中に原語表記を添える。歴史上の人物

は生没年も適宜明示する。 
【例】ヘルマン・ヘッセ（Hermann Hesse 1877-1962） 

1.5. その他 
• パソコンを用いず、手書きにしたい場合は事前に相談すること。 

 
2. 分量 
• 16,000 字以上（400 字詰め原稿用紙換算で 40 枚以上） 
• この分量に満たない場合は、発表会などの手続が別途必要となる。 

 
3. 提出 
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• 提出期間は 1 月 15 日（火）～1 月 16 日（水）午後 5 時締切 
• 提出先は人間環境学部事務室。 

 
4. 論文の構成 
4.1. 基本構成 
• ①表紙、②目次、③序論、④本論、⑤結論、⑥注、⑦参考文献、⑧裏表紙、の順にする。 
 

①表紙 提出用表紙兼控え（学科指定用紙） 
中表紙（タイトル、学籍番号、氏名を記入） 

②目次   
③序論 はじめに（まえがき、序論 etc.） 
④本論 第 1 章 

第 1 節 
第 2 節 
第 3 節 
…… 

第 2 章 
第 1 節 
…… 

第 3 章 
第 1 節 
…… 

…… 
⑤結論 おわりに（まとめ、結論 etc.） 

  
 
 
 
 
 
論文本体 

⑥注 （後注形式の場合）  
⑦参考文献   
⑧裏表紙 （白紙）  

 
4.2. 表紙兼提出控え 
• 学科から配布する。タイトル、学籍番号、氏名、指導教員名、提出日など必要事項を記

入する。 
• 提出時に下半分を切り離し、控えとして受け取る。 

4.3. 中表紙 
• タイトル、学籍番号、氏名などを記入する。 

4.4. 目次 
• 論文本体（序論、各章・節、結論）、注、参考文献の最初のページ数を記入すること。 

4.5. 序論 
• 本論への導入として、論文執筆の背景や目的・ねらい（何をどこまで明らかにするのか）、

先行研究の状況などを述べる。 
• ページ数は序論の最初のページをもって 1 とする。 
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4.6. 本論 
• 本論は章より構成される。 
• 各章には題名をつける。 
【例】第 1 章 在日朝鮮人にとっての戦後 

• 各章中、内容のまとまりに応じて節を設けてもよい。 
【例】第 1 章 在日朝鮮人にとっての戦後 
    第 1 節 アメリカの占領統治と在日朝鮮人 
    第 2 節 国籍と参政権 

4.7. 結論 
• 序論と本論で論証してきたことをまとめて述べる。 
• したがって、ここで新しい情報や本文と異なる内容を論述すべきではない。 

4.8. 注 
• 後注形式の場合、結論の後に配置する。詳細は後述する。 

4.9. 参考文献 
• 論文作成のために参考にした文献・資料等を列挙する。インターネットの Web サイト

も含まれる。表記のしかたは、下記「5. 出典の表記方法」を参照すること。 
4.10. 裏表紙 
• 白紙を最後に付ける。汚れ、破れ防止のため。 

 
5. 注の作成 
5.1. 注が必要となる場合 
• 本文の中で説明すると流れが悪くなるような、出典、情報の出所、用語・人物の説明、

などを記述する。 
【例】他の文献・資料から文章や語句などを引用した場合。 
   他の文献・資料やインターネットなどから情報やデータなどを利用した場合。 
   他の文献・資料から画像などのイメージをコピーした場合。 
   本文の内容に補足的な説明が必要と思われる場合。 
   本文中で使用する特定の語の意味を明示しておきたい場合。 
   口頭で発表された意見やインタビュー、談話などを引用する場合。 

5.2. 位置と形式 
• できるだけ脚注形式（ページ下に挿入する形式）にする。注が長くなる場合は、後注形

式（本文の最後にまとめる方式）でもよい。 
• MS-Word の場合、［挿入］―［参照］―［脚注］で自動的に注は挿入できる。 
• アラビア数字でナンバリングし、上付き 1/4 倍で配置する。これも MS-Word ほか、普

通のワープロソフトの注機能を使えば、自動的に処理してくれる。 
 
6. 出典の表記方法 
6.1. 日本語文献（単行本、雑誌論文・記事など）の場合 
• 標準的な順序は、①執筆者名、②タイトル（書名、論文名）、③出所を特定するための

データ（出版社名、雑誌名、発行年、参照ページなど）、である。 
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• 書名は『 』で、論文名は「 」で囲む。 
• 単行本の場合：執筆者名『書名』出版社、発行年（、参照ページ）。 
【例】溝上慎一『大学生の学び・入門』有斐閣、2006 年、72～75 ページ。 

• 雑誌論文・記事の場合：執筆者名「論文名」『雑誌名』巻号数、発行年月（、参照ペー

ジ）。 
【例】香山リカ「若者はなぜナショナリズムに惹かれるのか」『クレスコ』第 58 号、

2006 年 1 月、5～7 ページ。 
• 単行本に収録された論文の場合：執筆者名「論文名」（編著者名）『書名』出版社、発行

年（、参照ページ）。 
【例】内海愛子「エビ養殖のメッカ・台湾」鶴見良行・村井吉敬『エビの向こうにアジ

アが見える』学陽書房、1992 年、206 ページ。 
• 新聞記事の場合：（執筆者名）「記事名」『新聞名』発行年月日・朝夕刊別、面数。 
【例】「国民投票方案現在の内容なら… 改憲手続どう進む」『朝日新聞』2007 年 4 月

14 日朝刊、3 面。 
• 同じ文献から 2 度目に引用する場合は、「前掲書」「前掲論文」などの語を用いて、上記

②③の項目を省略できる。ただし指し示すページが違う場合は、ページ数を改めて記す。 
【例】溝上慎一、前掲書、120～121 ページ。 
   香山リカ、前掲論文、9 ページ。 

• 中国語・朝鮮語の文献も日本語文献に準ずる。 
6.2. 欧文文献の場合 
• 標準的な順序は日本語文献と同じ。 
• コンマ（ , ）、ピリオド（ . ）などを用いて区切る。句読点は使用しない。 
• 書名・雑誌名はイタリック体（斜体）で表記し、論文名は“    ”で囲む。 
• 単行本の場合：執筆者, 書名(出版地: 出版社, 出版年), ページ数.  
【例】Charlotte Marcus et al., Investigation into the Phenomenon of Limited-Field 
Criticism (Boston: Broadview Press, 1990). 

• 雑誌論文の場合：執筆者, “論文名,” 雑誌名, 巻号数(発行年月): ページ数. 
【例】Jane R. Bush, “Rhetoric and the Instinct for Survival,” Political Perspective 29 
(March 1990): 45-56. 

6.3. ウェブ・ページ 
• （作成者・執筆者名）、記事・ページ名、サイト名、URL アドレス、作成・更新日また

はアクセス日、の順に記す。記事名は「  」で、URL アドレスは（  ）でくくる。 
【例】「教育基本法について」文部科学省（http://www.mext.go.jp/b_menu/kihon/ houan. 
htm）2007 年 1 月 31 日アクセス。 
「日本の食糧輸入（2004 年・2005 年）」ジェトロ（http://www.jetro.go.jp/jpn/ 
stats/trade/pdf/2005_import_1.pdf）2007 年 3 月 15 日アクセス。 

6.4. 最近の出典表示 
• 参考文献リストと対照させ、本文中に著者、出版年、ページ数を括弧書きする形式で出

典を表示する方法が最近増えている。この場合、参考文献リストでは、執筆者名の後に

発行年を（  ）でくくって挿入する。 
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【例】本文中に 
    （溝上 2006：72～75） 
と記載されていた場合、参考文献リスト中の「溝上」という人物が 2006 年に執筆した

文献の 72～75 ページを出所とするという意味。このとき参考文献一覧表には、次のよ

うな形式で文献がリストアップされていなければならない。 
     溝上慎一（2006）『大学生の学び・入門』有斐閣 
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卒業研究を進めるための参考サイト 

 
1. リンク集 
1-1. 一般 

実践女子大学図書館図書･雑誌探索ページ http://www.jissen.ac.jp/library/frame/ 
国内外のさまざまな情報へとアクセスできる総合的なリンク集として定評あり。 

 
1-2. アジア 

アジア研究情報ゲートウェイ http://asj.ioc.u-tokyo.ac.jp/ 
東京大学東洋学研究センターのサイト。「アジア学 Web イエローページ」にリンク集が

ある。 
高電社 http://www.kodensha.jp/ 

朝鮮語・中国語の入力ソフトや翻訳ソフトの開発・販売メーカー。韓国・中国のサイ

トへのリンク集が充実。 
 

2. データベース 
2-1. 本学綜合図書館から使用できる有料データベース（学内のみ、同時アクセス数: 1） 

大阪産業大学綜合図書館 http://www.osaka-sandai.ac.jp/tosho/ 
Japan Knowledge 百科事典を中心に、英語辞典、現代用語などの辞・事典類など 30
以上のコンテンツから、一括検索ができる。音声、映像などマルチメディアを駆使し

た情報、複数コンテンツの横断検索が特徴。 
聞蔵Ⅱビジュアル 朝日新聞オンライン記事データベース 1945 年から当日までの朝日新

聞記事すべてが検索可能。1945 年から 1984 年までは縮刷版の紙面イメージが表示さ

れ、1985 年以降は、東京本社および各支社発行の最終版から各都道府県の県庁所在地

で発行する地方版（沖縄を除く）までを収録。2005 年 11 月以降は新聞切抜きイメー

ジで写真や図表が確認できる。さらに、AERA、週刊朝日、知恵蔵（新語辞典）のほか、

人物データベースも検索できる。 
人物レファレンス事典 その人物がどの人物事典・百科事典・歴史事典に掲載されて

いるかを調べることができる人物事典の総索引。 
BOOKPLUS(レファレンスクラブ)  1926 年より現在までに出版された国内の図書情

報データベース。1986 年以降の本には、内容・目次情報などが収録されている。 
MAGAZINEPLUS 国内最大の雑誌・論文情報データベース。一般誌・総合誌・ビジ

ネス誌も収録。 
 

2-2. 一般文献 
Webcat Plus http://webcatplus.nii.ac.jp/ 

国立情報学研究所が運営する、全国の大学図書館・研究機関所蔵の図書・雑誌の目録

データベース。「連想検索」では、キーワードから関連性の高い単語を抽出し、それを

含む図書をもれなく探し出す検索方法で、自分の関心に適した図書を見つけることが



Senior Projects  
2007/04/26 

 - 2 -

できるが、ヒット数が多く使いやすいとは言えない。「一致検索」では、書名や著者な

どのキーワードを入力して検索し、必要な図書をピンポイントで見つけることができ

ます。 

Webcat http://webcat.nii.ac.jp/ 
上の「Webcat Plus」の原形となったサイトで、図書・雑誌の所蔵図書館がわかる。ヒ

ットした文献は、本学図書館のレファレンスカウンターで手続きすれば、取り寄せる

ことができる（図書は現物、雑誌は論文のコピー）。非常に便利！ 
NDL-OPAC http://opac.ndl.go.jp/ 

日本で最大の蔵書をもつ国立国会図書館の蔵書検索システム。 
一般資料の検索/申込み 図書、雑誌新聞、電子資料、和古書・漢籍、博士論文、地図、

音楽録音・映像資料などの検索が可能。「登録利用者」になれば、コピーの郵送サービ

スも利用できる。 
雑誌記事索引の検索/申込み 雑誌に掲載された記事・論文について、タイトル・著者

名などから検索、コピーの申込みができる。大変便利！ 
その他、国立国会図書館のサイトには、全国約 1300 機関の所蔵新聞が検索できる「全

国新聞総合目録データベース」（http://sinbun.ndl.go.jp/）、中国語・朝鮮語で書かれた

図書・雑誌・新聞の図書が検索できる「アジア言語 OPAC」（http://asiaopac.ndl.go.jp/）
など、さまざまな便利なデータベースが用意されている。 

Amazon.co.jp http://www.amazon.co.jp/ 
現在流通している本を探し出すには最も使いやすいネット書店サイト。もちろん直接

購入できる。本学ブックセンターで取り寄せれば 10%割引で購入できる。 
大阪府立図書館 http://www.library.pref.osaka.jp/ 

大阪府立の図書館には「中央図書館」と「中之島図書館」の 2 つがあり、とくに産大

の近くにある中央図書館（近鉄東大阪線「荒本」駅下車）は、日本で最大規模の図書

館の一つ。Web 上では両図書館の蔵書検索のほか、近隣図書館などの横断検索もでき

便利。ぜひ一度、訪問したい。 
日本の古本屋 http://www.kosho.or.jp/ 

全国古書籍商組合連合会が運営する日本最大の古本検索サイト。2400 軒の業者が参加。

品切れ・絶版書などの入手に役立ちます。 
 

2-3. アジア関係の文献 
戦後日本における朝鮮史文献目録 http://www.zinbun.kyoto-u.ac.jp/~mizna/sengo/ 

朝鮮史研究会作成。1945 年以降に日本国内で発表された朝鮮史関係の図書・雑誌論文

が収録されている。現在 2003 年まで 25,051 件のデータを収録。 
戦前日本在住朝鮮人関係新聞記事検索 http://www.zinbun.kyoto-u.ac.jp/~mizna/shinbun/ 
戦前、日本・朝鮮で発行された新聞記事の見出し・日付などを集積。日本に渡航・在住

する朝鮮人関係記事などを対象としています。 
戦後日本における台湾関係文献目録 http://web2.koryu.or.jp/taiwanstudies.nsf 

日本台湾学会作成。現在の総データ数は 6,105 件。 
アジア文庫 http://www.asiabunko.com/ 
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アジア書籍専門書店。データベースではないが、アジア関係の新刊書を紹介している。

中国や韓国・朝鮮以外のアジア諸国の書籍をさがすときに参考になる。 
 

3. 辞典・事典 
3-1. 国語辞典 

goo http://www.goo.ne.jp/ 
代表的なサーチエンジンの一つだが、国語辞典・現代用語辞典を同時に検索できるの

で便利。藤永の HP（http://www.he.osaka-sandai.ac.jp/~funtak/）に検索窓あり。 
 

3-2. 百科事典 
ネットで百科＠Home http://ds.hbi.ne.jp/netencyhome/ 

平凡社『世界大百科事典』のインターネット検索サービス。3 分間無料利用可能。 
 

4. ニュース 
4-1. 韓国のニュース 

中央日報 http://japanese.joins.com/ 
朝鮮日報 http://japan.chosun.com/ 
東亜日報 http://japan.donga.com/ 
連合ニュース http://japanese.yna.co.kr/ 

いずれも韓国の代表的な新聞社・通信社で、日本語ページから最新の情報を読むこと

ができる。過去の記事の検索もできる。 
 

4-2. 中国・台湾・香港のニュース 
中国情報局 http://searchina.ne.jp/ 

中国関連の総合情報サイト。中国の新聞記事の日本語訳を掲載しており、記事の検索

もできる。 
人民網日文版 http://j.people.ne.jp/home.html 

中国共産党の機関紙「人民日報」の日本語版 Web サイト。中国の最新情報を知ること

ができ、また過去の記事の検索もできる。 
北京周報 http://www.pekinshuho.com/ 

中国で発行されているニュース週刊誌の日本語版 Web サイト。 
な～るほど・ザ・台湾 http://www.naruhodo.com.tw/ 

台湾のニュースを抜粋して掲載。メールマガジンに登録すれば週 5 回ニュースが配送

される。  
香港ポスト http://hkpost.pasona.com.hk/ 

香港で発行されている日本語週刊紙で、香港と中国のニュース、ビジネス・生活情報

を提供している。過去の記事も検索できる。 
 

4-3. 東南アジア各国のニュース 
ライスメンカンプチア新聞（カンボジア） http://www.locomo.org/cambodia/news/ 
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南国新聞（マレーシア） http://www.nangoku.com.my/ 
Nichima Press（マレーシア） http://www.nichimapress.com/ 
マレーシアの新聞記事から http://www.big.or.jp/~aochan/news/sinbun.html 
星日報（シンガポール） http://www.shinnichi.com.sg/ 
タイの地元新聞を読む http://homepage3.nifty.com/jean/Papers/ 
フィリピン・インサイド・ニュース http://www.t-macs.com/ 
まにら新聞（フィリピン） http://www.manila-shimbun.com/ 
じゃかるた新聞（インドネシア） http://www.jakartashimbun.com/ 

 
【参考文献】 

 小笠原喜康『インターネット完全活用編 大学生のためのレポート・論文術』講談社現

代新書、2003 年 
 

その他、藤永のウェブサイトのリンクのページで紹介しているサイトも参照のこと 
http://www.dce.osaka-sandai.ac.jp/~funtak/link.htm 

 

 
 
 
 
大阪産業大学綜合図書館 
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Japan Knowledge 

 
聞蔵Ⅱビジュアル 朝日新聞オンライン記事データベース 
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Webcat Plus 

 
NDL-OPAC 
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実践女子大学図書館図書･雑誌探索ページ 

 

大阪府立図書館 
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